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現在国内外において、学生による主体的・能動的・実質的な学習の実現に向けた様々な取り組みがなされていま
すが、それらに伴い、教授学習活動の可視化や分析・評価を行う方法やその実践的な適用への関心が高まってい
ます。とりわけ「ラーニング・アナリティクス（Learning Analytics）」と呼ばれる「学習や学習環境を理解し、
最適化や改善を行うために、学習や文脈に関わるデータを測定・収集・分析・報告する手法」は、MOOCs（Mas-
sive Open Online Courses：大勢の学習者に無料で提供される公開オンライン講義）、LMS（Learning Management 
System：オンライン学習やブレンディッド学習のための教育支援システム）やeポートフォリオなどの利用や普
及とも相まって、教授学習過程の解明や学習効果の測定・検証を通した教育改善を促進するものとして、大きな及とも相まって、教授学習過程の解明や学習効果の測定・検証を通した教育改善を促進するものとして、大きな
期待を集めています。本公開研究会・国際シンポジウムでは、長年マサチューセッツ工科大学で教育のオープン
化やICTを利用した先進的な教育ツール・環境の研究開発に携わり、現在はオーストラリアのクイーンズランド
大学で大学教育改善に多面的に取り組んでおられるPhillip Long博士をお招きして、大学教育の包括的な進展のため
に「学生の学びをどう記録し分析するか」を探ります。

    “How to Collect and Analyze Data on Student Learning:

          MOOCs, Active Learning, and Learning Analytics”

―MOOCs、アクティブラーニングと
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